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活
字
や
写
植
文
字
に
造
詣
が
深
く
現
在
Ｄ
Ｔ
Ｐ
に

携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
の
な
か
に
、
そ
の
文
字
を
評

し
「
ア
ナ
ロ
グ
の
文
字
に
比
べ
て
シ
ャ
ー
プ
す
ぎ
て
、

温
か
み
が
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
云
う
人
た

ち
が
い
る
。
恐
ら
く
は
プ
リ
ン
タ
ー
や
イ
メ
ー
ジ

セ
ッ
タ
等
で
出
力
し
た
文
字
に
対
す
る
評
価
だ
と
思

う
が
、
デ
ジ
タ
ル
で
は
人
間
味
の
あ
る
文
字
は
作
れ

な
い
の
だ
と
暗
に
云
っ
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ

る
。
一
般
に
は
文
字
に
限
ら
ず「
デ
ジ
タ
ル
」の
概
念

そ
の
も
の
が
人
間
に
対
し
て
機
械
的
で
冷
た
い
も
の

と
の
印
象
を
与
え
て
い
る
よ
う
だ
が
果
た
し
て
そ
う

な
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
的
な
温
も
り
を
持
ち
、
深
み
の

あ
る
文
字
は
「
ア
ナ
ロ
グ
」
だ
け
で
し
か
得
ら
れ
な

い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
が
書
体
を
設
計
す
る
工
程
の
中
で
は
ア
ナ

ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
棲
み
分
け
が
で
き
て
い
る
。
例

え
ば
書
体
を
制
作
す
る
場
合
、
試
作
と
本
制
作
と
い

う
工
程
が
あ
る
。
試
作
は
「
下
書
き
」「
墨
入
れ
」「
仕

上
げ
」
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
に
よ
る
作
業
が
あ
っ
て
、

そ
の
後
Ｍ
ａ
ｃ
上
の
フ
ォ
ン
ト
制
作
ツ
ー
ル
に
よ
っ

て
デ
ジ
タ
ル
化（
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
化
）を
す
る
。
し
た
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何も書かれていない白い紙にイメージを固定させる作業は

アナログの方が断然適している。

あ
る
種
の
偶
然
性
に
人
間
味
や
深
み
を

見
い
だ
し
て
い
た
と
し
た
ら

進
歩
は
な
い
と
考
え
る
。

が
っ
て
こ
の
時
点
で「
ア
ナ
ロ
グ
原
字
」と「
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
」の
二
種
類
の
原
字
が
出
来
上
が
る
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
目
的
は
ア
ナ
ロ
グ
文
字
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
の
再
現
性
の
確
認
に
あ
る
。
一
昔
前
は
ア
ナ
ロ

グ
の
原
字
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
際
し
て
品
質
の
劣
化
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、
現
在
で
は
多
少
の
経
験
と
根
気
が
あ

れ
ば
そ
の
よ
う
な
心
配
は
皆
無
で
、
む
し
ろ
品
質
を
向
上
さ
せ
得
る
状
況
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
制
作
に
は

い
る
前
の
書
体
見
本（
基
準
）は
ア
ナ
ロ
グ
原
字
で
は
な
く
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
が
採
用
さ
れ
る
場
合
が
多

い
。
書
体
に
よ
っ
て
は
ア
ナ
ロ
グ
の
原
字
に
対
し
て
う
ま
く
デ
ジ
タ
ル
化
が
で
き
な
い
も
の（
特
に
筆
書
系
）も

あ
る
が
、
明
朝
体
や
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
よ
う
な
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
書
体
で
は
全
く
問
題
な
く
デ
ジ
タ
ル
化
は
で
き
る
。

本
制
作
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
大
ま
か
に
云
え
ば
下
書
き
は
ア
ナ
ロ
グ
で
あ
り
、
仕
上
げ
は
デ
ジ

タ
ル
で
あ
る
。
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
白
い
紙
に
イ
メ
ー
ジ
を
固
定
さ
せ
る
作
業
は
ア
ナ
ロ
グ（
手
で
書
く
）の

方
が
断
然
適
し
て
い
る
し
、
そ
の
後
完
成
度
を
上
げ
る
た
め
に
微
細
な
調
整
を
す
る
こ
と
は
、
書
体
に
も
よ
る

が
デ
ジ
タ
ル
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
調
整
）
が
や
や
優
れ
て
い
る
と
さ
え
思
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

出
力
時
の
再
現
性
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
創
る
側
か
ら
云
え
ば
解
像
度
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
自
分
た

ち
が
創
っ
た
文
字
が
忠
実
に
再
現
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
理
想
に
近
く
な
る
。
活
字
や
手
動
写
植
に
比
較
し
て

シ
ャ
ー
プ
だ
し
、
す
っ
き
り
し
て
い
る
と
思
う
が
、
こ
の
こ
と
が
文
字
の
性
格
か
ら
人
間
味
や
深
み
を
奪
っ
て

い
る
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
り
、
ま
た
過
去
の
方
法
に
お
け
る
光
学
的
特
性
で
あ
る
と
か
、
マ
ー
ジ
ナ
ル
ゾ
ー

ン
と
か
、
あ
る
種
の
偶
然
性
に
人
間
味
や
深
み
を
見
い
だ
し
て
い
た
と
し
た
ら
進
歩
は
な
い
と
考
え
る
。
繰
り

返
す
が
、
文
字
設
計
者
と
し
て
は
作
っ
た
文
字
が
忠
実
に
再
現
さ
れ
る
環
境
は
忌
み
嫌
う
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、

む
し
ろ
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
。

数
カ
月
前
の
こ
と
だ
が
あ
る
人
に
ツ
ゲ
の
木
に
彫
ら
れ
た
明
朝
体
の
母
型
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
大
き
さ

は
初
号
だ
っ
た
と
思
う
が
、
文
字
は
逆
字
に
彫
ら
れ
て
い
た
。
ど
ん
な
字
種
だ
っ
た
か
は
思
い
出
せ
な
い
し
誰
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鳥海修(とりのうみ・おさむ)　有限会社字游工房・取締役

ヒラギノ明朝体、ヒラギノ角ゴシック体、ヒラギノ特太行書体、他、多数のフォント開発に携わる。

が
彫
っ
た
の
か
知
る
由
も
な
い
が
、
右
払
い
の
美
し
さ
は
非
常
に
新
鮮
で
、
極
め
て
シ
ャ
ー
プ
で
迷
い
の
な
い

見
事
な
線
で
あ
っ
た
。
文
字
を
作
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
も
簡
単
な
も
の
か
と
思
え
る
ほ
ど
簡
潔
で
あ
っ
た
。

文
字
デ
ザ
イ
ン
は
様
式
化
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
様
式
化
し
た
エ
レ
メ
ン
ト
を
文
字
の
骨
格
の
上
に
置
い

て
ゆ
け
ば
書
体
は
出
来
上
が
る
。
そ
の
後
完
成
度
を
高
め
る
た
め
に
様
々
な
調
整
を
必
要
と
す
る
が
、
大
切
な

こ
と
は
様
式
化
す
る
際
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
厚
み（
豊
富
さ
）で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
の
職
人
は
自
分
が

上
手
な
文
字
を
書
け
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
も
、
周
囲
に
豊
富
に
あ
っ
た
手
書
き
の
優
れ
た
文
字
を
観
察
し
、

咀
嚼
す
る
機
会
が
多
く
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
徒
弟
制
度
も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
文
字
に
つ
い
て
か
な
り
濃
密
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
あ
っ
た
と
容
易
に
想
像
で
き

る
。
あ
え
て
云
わ
せ
て
頂
け
れ
ば
、
そ
の
濃
密
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
「
ア
ナ
ロ
グ
」
と
称
し
た
い
。
そ
し
て
様
式

化
し
確
固
た
る
技
量
に
よ
っ
て
機
械
的
に
彫
り
進
め
て
ゆ
く
技
術
と
経
験
を「
デ
ジ
タ
ル
」と
称
し
た
い
。
そ
し

て
そ
の
融
合
を
支
え
る
環
境
が
あ
っ
て
初
め
て
「
味
」
を
問
え
る
よ
う
な
深
い
文
字
を
作
り
だ
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

既
に
述
べ
た
「
ア
ナ
ロ
グ
」
や
「
デ
ジ
タ
ル
」
の
再
現
性
に
は
全
く
問
題
が
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
理
想
的

な
環
境
に
あ
る
現
在
、
味
わ
い
深
い
文
字
を
生
み
出
せ
な
い
要
因
の
一
つ
に
は
文
字
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
様
々
な
意

味
で
の
文
字
に
つ
い
て
の
求
心
力
の
弱
さ
に
あ
る
こ
と
は
否
定
の
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
空
言
で
し
か
な

い
が
、「
母
型
」を
彫
っ
た
職
人
に
鑿
の
代
り
に
パ
ソ
コ
ン
を
与
え
た
ら
同
じ
よ
う
に
深
い
文
字
を
作
り
え
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
書
体
設
計
者
は
ア
ナ
ロ
グ
や
デ
ジ
タ
ル
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
深
い
文
字
を
作
り
だ
す
べ
く
、
現
在

か
ら
も
過
去
か
ら
も
ど
ん
欲
に
且
つ
謙
虚
に
学
び
、
勇
気
を
持
っ
て
新
し
い
書
体
を
創
造
す
べ
き
で
あ
る
。
未

熟
で
は
あ
る
が
ヒ
ラ
ギ
ノ
シ
リ
ー
ズ
も
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。

文
字
デ
ザ
イ
ン
は
様
式
化
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

様
式
化
し
た
エ
レ
メ
ン
ト
を
文
字
の
骨
格
の
上
に

置
い
て
ゆ
け
ば
書
体
は
出
来
上
が
る
。ヒラ
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「ヒント」というと普通はクイズを連想するでしょう。と

ころが PostScrip t フォントにも「ヒント」という用語

があります。実はこの「ヒント」、ATM (Adobe Type-

Manager )での画面表示やプリンタ出力の文字の可読

性を左右する、とても重要な役割を果たしているものな

のですが、その内容はあまり知られていなかったり、

カーニングなどの属性情報と誤解されていたりするよ

うです。今回は「ヒント」の謎について取り上げてみました。

いつも高解像で表示できれば、いらない技術。でも低解像度

環境で美しく文字を見せるためには「ヒント」が必要です。

■図1　ヒント処理しない場合の画面表示（拡大図） ■図2　ヒント処理された画面表示（拡大図）

zヒントって何？
簡単に言うと「アウトラインフォントを画面表示やプ

リンタ出力など低解像度で出力するときに、文字のツブ

レや線幅の不揃いを補正して、可読性をできる限り向上

させるしくみ」です。欧文フォントのようなカーン値や

ペアリングなどの属性情報と勘違いされていることが

稀にありますが、本当のところはアウトラインデータを

再現性の低い環境にいかに適応させるかという、いわば

「ゴマカシのテクニック」なのです。

具体的な例でご説明しましょう。Macintoshのディス

プレイの解像度は、通常72dpiです。この程度の解像度

で例えば18ポイントの文字を実寸表示すると、18×18

のドットの配列上にアウトラインフォントを展開する

ことになります。画数の少ない文字ならまずまず読める

のですが、画数が多くなるとドットが潰れてしまい、何

の文字か判読できなくなってしまいます。

例えば「書」という文字を例に出してみましょう。この

文字は画線要素として横線を8本含んでいます。この8

本の横線を含む文字をドットで表現すると、線を表わ

すドットと線の間の空白分のドットが必要ですから、上

下の空白も合わせて8＋9＝17ドット必要になります。

これならば18ポイント表示の18×18ドットで表現で

きるではないかと思われるかもしれませんが、そう簡単

にはいきません。単純にアウトラインフォントをドット

に展開すると、輪郭の曲線が通過するドットをすべて

‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘
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■図3　ステムヒントとアウトラインの関係

プリンタならRIP）が行う「ヒント処理（hinting）」が、

これらの効果を生み出しています。単に「ヒント」と言う

場合には、ヒント情報とヒント処理の両方の意味を含ん

で使っている場合が多いようです。

ヒント情報はアウトラインフォント内に設定されて

いる情報で、フォントベンダが設定するものです。 欧

文Type1フォントなら、市販のMacromedia  Fonto-

grapherなどを使ってフォントを読み込ませれば、いく

つかのヒント情報を見ることができます。では日本語

フォントの場合はどうかというと、現在のところ残念な

がら2バイトフォントに対応したツールがありません

ので、設定されているヒント情報を確認することはでき

ません（フォントベンダ各社では独自のツールをお持ち

かもしれませんが…）。

各種の情報がありますが、ここですべてを説明するこ

とは紙面の都合でできませんので、代表的なものとして

「ステムヒント情報（stem hints）」をご紹介しておきま

す。ステムヒントとは文字の画線要素を示すもので、「こ

の範囲内に縦（横）画線がある」という情報を与えます

〈図3〉。画線に沿った格子をアウトラインにはめ込む、

という感じでしょうか。

ヒント処理は、アウトラインフォント内に設定された

ヒント情報を利用し、最初に述べた「アウトラインフォ

ントを画面などに低解像度で出力する際に、文字のツブ

レや線幅の不揃いを補正」して可読性を高める処理を行

います。ヒント処理はATM（もしくはRIP）内部の処理

ですので、実際にどのような処理が行われているのかは

RIPに依存します。つまりヒントの効果は、フォントベ

ンダが設定する「ヒント情報」と、RIPベンダが実装する

「ヒント処理」の両方の要素によって実現されていると

いうわけです。

塗ってしまいますので、文字は潰れてしまいます〈図1〉。

これでは何の文字なのか判読は困難です。ましてや小さ

いサイズの文字となると、書体の違いなどを再現するこ

とは不可能に近いといえます。

ところが〈図2〉をご覧下さい。これはヒラギノ角ゴ

シック体3のATMフォントを18ポイントで実寸表示

した例です。図1とは違い、8本の横線がはっきりと見

えますし、横線・縦線の線幅も揃っています。これならば

誰が見ても「書」という文字であることが判読できます。

これがヒントの効果なのです。

zヒント情報とヒント処理
では、なぜこのような効果が得られるのでしょうか。

ATMフォント（PSプリンタならプリンタフォント）内

に設定されている「ヒント情報（hints）」と、ATM（PS

‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘
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■図4 ATMフォントを使って正しくヒント処理された画面表示（上）と、
アウトライン化してヒント処理が効かなくなった画面表示（下）の比較

zもしヒントがなかったら…
もしヒント（ヒント情報・ヒント処理）がなかったらど

うなるか、ちょっとシミュレーションしてみましょう。

〈図4〉をご覧ください。どちらも72dpiの画面表示で

10ポイントのテキストを表示させたものです。上はヒン

トが有効な状態、下はヒントが効いていない状態です。

上のテキストはつぶれている箇所が少なく、ほぼ問題な

く読めます。一方、下のテキストは画数の多い漢字は潰

れてしまっていて判読は困難です。

実は、図4の上のテキストはIllustratorでATM表示

させたもの、下のテキストはそれをアウトライン化して

表示させたものです。アウトライン化すると、それまで

ちゃんときれいに表示されていた文字が太ってつぶれ

ます。これはテキストをアウトライン化すると単なる図

形として扱われますので、もともとフォントが持ってい

たヒント情報は無効となり、書体はつぶれ気味に表示さ

れます。「そうだったかなぁ」と思いの方は、お手元に

Illustratorとアウトライン化可能なATMフォントがあ

れば、試してみて下さい（ちなみに千都ATMフォントな

ら全書体アウトライン化可能です）。

また、ここで挙げたのはATMによる画面表示の例で

すが、PSプリンタへの出力についてもほぼ同様のこと

が言えます。このようにふだん何気なく見ている画面表

示・プリンタ出力ですが、ヒントは働いているのです。
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■図5　各書体ごとのヒント処理の違い

z較べてみようヒント情報
最初に、ヒント処理は「ゴマカシのテクニックだ」と言

いました。しかし、このゴマカシのテクニックにも「こだ

わりの美学」というものが存在します。ヒント情報はフォ

ントベンダ各社が設定するものですが、設定の正確さ・

良し悪しについては、ベンダによってまちまちのようで

す。前述したようにヒント情報は直接見ることはできま

せんが、ATMフォントの画面表示から間接的にその設

定の正確さを知ることはできます。

〈図5〉をご覧下さい。これは各社のフォントを画面表

示で10ポイントから29ポイントまで変化させたもの

です。一番上は当社のヒラギノ角ゴシック体6、下の2

つは他社フォントです。さて、上の2つはたまに潰れが

見えるものの、横画線・縦画線の線幅は各ポイントごと

にほぼ一律です。これらは比較的正確にステムヒントが

設定されていると判断できます。しかし一番下のフォント

は、横画線・縦画線ともに線幅が不均一です。これはステ

ムヒントが正確に設定されていないものと思われます。

このようにフォントベンダによってヒント情報設定に

対する正確さ、もっと言えば、いかに解像の低い世界と

いえども美しい文字を表示しようとするこだわりはまち

まちです。「文字なんか並んでりゃいい」という方もおら

れるかもしれませんが、ヒントのような隠れた処理も

フォントの性能の一部なのだと考えています。
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鍋磨秘密兵器を発見したよ。

全国の鍋磨きストの皆さんこんにちは。この国は

移動性高気圧に覆われ絶好の鍋磨き日和が続い

ております。愛しい中華鍋のメンテにいそしんで

いらっしゃいますか？

さて、本日発見したのは、うれしい電動鍋磨きア

シスタンスギアであります。最近はどちらのDIY

父さんも１丁は備えているという、充電式ドライ

バに、サンディング・ディスク・アタッチメントを

ねじ込んだ逸品。

まさに鍋磨き界の黒い秘密兵器。大日曜中華コッ

ク養成ギプスとでも呼びたいツールであります。

本日ご紹介するのは、松本電工EZT - 1 8 2型に、

ノーブランドのサンディング・ディスク・アタッ

チメントを咥えこませ、実包として目立工機の

WA80を装填したものであります。基本的にフル

充電２回程度で、３６cm級中華鍋のカーボン落と

しが完璧。あとは液体クレンザで地金を黒光りさ

せれば、旨いチャーハン製造を担保する必殺中華

鍋へと甦ります。

ただ、残念なことに、長年かけて口火があたり、な

まくらになった部分は、どうしても赤錆が浮いて

きます。相当しつこくディスクをくれてやりまし

たが、地金の奥までサビが達しているらしく、こ

やつはキャンプ専用におろしたあと、蒸篭専用鍋

として余生を送らせることにしました。

そして、この秘密兵器の隠れた凄さ。それは、歯医

者が患者の歯垢をこそげ落とすとき、薄く笑みを

浮かべ密かな快感を堪えている感覚といったら

的確でしょうか。また鍋磨きしたくなる欲望を禁

じ得ない、危ないギアであることも確かです。

　
文
字
を
創
る
こ
と
や
、
文
字
を
な
ら
べ
る
こ
と
を
業
と
す
る
方
々
に
は
論
客
が
多
い
。
そ
ん
な
会
合
に
時
折
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
ま
さ
に
言
葉
の
洪
水
と
で
も
い
う
べ
き
熱
き
議
論
の
渦
に
、
し
ば
し
圧
倒
さ
れ
て
し
ま

う
。
各
々
の
業
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終
え
た
あ
と
、
午
後
七
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ご
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は
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ま
る
会
合
が
多
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前
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た
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ま
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。
時
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翌
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八
時
ま
で
語
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明
か
し
て
、
そ
の
ま
ま
仕
事
場
へ
赴
く
仕
儀

と
な
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
と
聞
く
。�

　
こ
う
し
た
会
合
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
文
字
や
組
の
歴
史
で
あ
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
挿
話
で
あ
っ
た

り
、
噂
話
で
あ
っ
た
り
す
る
の
だ
が
、
皆
の
目
の
輝
き
が
凄
い
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
が
「
文
字
の
チ
カ
ラ
」
な
の
だ

よ
と
、
ど
な
た
か
が
ぼ
そ
り
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
熱
意
に
支

え
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れ
て
発
展
を
続
け
て
い
る
文
字
の
世
界
は
幸
せ
な
の
だ
と
思
う
。�

今
は
夜
中
の
三
時
頃
、
四
方
山
話
に
花
が
咲
き
。

　
黄
鶏
の
啼
く
ま
で
談
論
風
発
、
丁
々
発
止
の
バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
。
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◎ Ａ Ｉ 生

何
度
や
っ
て
も
、
レ
イ
ア
ウ
ト
は
難
し
い
。
正
直
に

云
う
と
、
巧
く
行
か
な
い
と
き
は
仕
事
な
ん
か
放
り

出
し
て
、
蕎
麦
屋
で
日
本
酒
が
呑
み
た
く
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
ん
な
わ
け
で
あ
る
晩
、
蕎
麦
味
噌
を
嘗
め

手
酌
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
簡
単
で
は
な
い
の
か
考

え
て
み
た
。
私
の
思
い
つ
い
た
事
は
こ
う
だ
。
す
な

わ
ち
「
文
字
に
は
一
文
字
ご
と
に
オ
ー
ラ
ま
た
は
磁

場
が
あ
る
」
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
だ
。
こ
の

相
互
に
は
た
ら
く
チ
カ
ラ
が
、
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
紙

誌
面
に
強
い
影
響
を
与
え
、
デ
ザ
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

い
う「
宇
宙
」の
力
関
係
や
テ
ン
シ
ョ
ン
を
支
配
し
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
だ
か
ら
、
文
字
を
ツ
メ

た
り
ア
ケ
た
り
す
る
と
、
文
字
が
も
つ
チ
カ
ラ
の
作

用
と
反
作
用
が
た
ち
ま
ち
の
内
に
巻
き
お
こ
る
。
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
も
敏
感
に
反
応

し
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
印
象
を
ガ
ラ
リ
と
変
え
て
し

ま
う
。
文
字
、
畏
る
べ
し
。
だ
か
ら
、
同
じ
文
章
で

も
、
ツ
メ
た
り
ア
ケ
た
り
す
る
だ
け
で
、
文
章
の
パ

ワ
ー
が
変
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思

う
。
字
間
行
間
に
書
き
手
の
意
味
が
滲
ん
で
く
る
よ

う
な
原
稿
を
手
渡
さ
れ
た
折
な
ど
に
は
、
し
ば
し
腕

組
み
し
て
ど
う
い
う
具
合
に
組
ん
で
み
よ
う
か
と
悩

む
こ
と
に
な
る
。
で
も
、
そ
ん
な
一
瞬
は
、
蕎
麦
屋

も
日
本
酒
も
し
ば
し
の
間
だ
け
忘
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
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